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浅原園長ごあいさつ

3 年ぶりにあおぞら園に在籍しているお子さまのごきょうだいをお招きして『あおぞらフェスティバル』行うこ

とができました。人数制限など感染症対策を行った中での開催となりましたが、12 名のごきょうだいに参加をし

ていただきました。

今回は、『ごきょうだいが頑張っていることや夢』の紹介、保護者の方から普段の思いを書いていただいた手紙

の贈呈、お父さまやお母さまからの感謝を込めたハグ、ボクシング体験などのアトラクション、あおぞら園で過ご

しているきょうだいを見学するなどを行いました。

感染症対策のため、ごきょうだいをお招きできなかった時も、あおぞら園の職

員がごきょうだいのみなさんを応援をしている気持ちをビデオレターなどで伝え

ていました。今回のあおぞらフェスティバルを通して直接感謝の気持ちを伝えた

り、楽しそうに過ごしている様子をみさせていただいたりして、直接関わりを持

たせていただくことの大切さを改めて感じました。お忙しい中参加していただい

た保護者の皆様、ごきょうだいの皆様、本当にありがとうございました。あおぞら

園の職員はみんなのことを応援しています！！

最後になりましたが、当日は４名のボランティアの方にお手伝いをしていただき

ました。ボクシング体験コーナーを行っていただいた戎岡様、アトラクションをお

手伝いいただいた永田様、有野様、組橋様、本当にありがとうございました。（大向）

日本の一年には季節の行事がたくさんあります。あおぞら園では行事を通して季節を感

じ、時が巡っていることを知ってもらうために様々な工夫をしています。その中でも私が

特に大切にしていることは「導入」です。導入では行事を行なう前に「この行事は何をす

るものなのかをお子さまに知ってもらうことをねらいとしています。8 月上旬に行ったす

いか割りでも 7 月半ばから導入を行ないました。ペープサート掲示、手作り紙芝居の読み

聞かせ、すいか関連の絵本の読み聞かせと段階を踏んで行い、最後は手作りの「疑似すい

か」ですいか割りを体験しました。本番では順番を待ってすいかを割るので、疑似すいか

割りは「順番活動」として行い「すいか割りは順番にするんだな」と知ってもらえるよう

にしました。

　迎えた本番ではどのお子さまも落ち着いて着席し、すいか割りを心待ちにしていました。

丸ごとのすいかを見る機会はなかなかないのでまずは触れて「冷たい」「丸い」「重い」と

感触を知ってもらいました。そして、みんなで協力して、すいかを二つに割りました。割

れると赤い実が見え、やっと、みんなが知っている「すいか」になりました。カットされ

ている果物を見ることが多いので、普段見ているすいかは実は緑色で丸いんだ！と知って

もらういい機会になりました。

行事を通して感じることは、やはり導入の重要さです。お子さまが楽しめるようにする

にはまず「何をするものなのか」を知ってもらい、その上で「楽しい！」と思ってもらう

ことが大切だと思っています。そして行事を通して一年、また一年と季節の流れを感じて

もらえれば良いなと思います。（今西）

現在、きらきらには視覚障害、聴覚障害のお子さまも通われています。環境構成や支援方法が異なり、いろい

ろなお子さまが同じ空間で過ごすためには様々な工夫が必要です。職員が正しく知識を持ち、みんなが楽しく過

ごすためにはどのようにしていけば良いか考えていくことで、お互

いを知り、一緒に過ごすことができています。

以前、視覚障害支援に特化されているあいあい教室（京都）の「視

覚障がい疑似体験会」、兵庫県立神戸聴覚特別支援学校の「聴覚障

害児支援力向上研修」に参加させていただいたことがあります。双

方の先生方にもきらきらに来ていただき、支援について相談させて

いただきました。研修や先生方との相談の内容をあおぞら園・きら

きら職員に伝達研修させていただきました。これからもこのような

様々な障害について学ぶ機会を大切にしながら、各関係機関と連

携し、お子さまの支援に取り組んでいきたいと思います。（泉川）

今年の夏はとても暑く、熱中症を心配したり、コロナ感染を疑ったりと体も心も

クタクタになられた方もいらっしゃると思います。あおぞら園でも、子どもたちに

外で思いっきり遊んでもらいたい気持ちとは裏腹に、暑さのために室内で遊ぶこと

もありました。気象庁や環境省が発表する熱中症警戒アラートでは、外遊びができ

ない日が多いと聞き、あおぞら園で熱中アラームを購入して子どもたちが実際に遊

ぶ場所で測定していましたが、ほぼ気象庁や環境省が発表するのと同じでした。

外に出れる日には、水遊びをしました。８月の中旬だったと思います。一人用た

らいにひとりずつ、３人の子どもがお尻だけちょこんと浸かりながら足を投げ出し

た格好で、私に微笑みかけてくれました。ほんとうにとても可愛くて、こんな場面

に出会える私たちは幸せだなと思いました。ほかにも、たくさん子どもたちに元気

をもらった夏でした。

もうすぐそこに秋がやってきています。秋にはおいしい食べ物がたくさんあります。あおぞら園の給食は、こ

どもたちがいろいろな食材やお料理を口にできるように管理栄養士さんが献立を考えてくれて、こどもの発達段

階に合わせた形態のとてもおいしい給食を作ってくださっています。あおぞら園では、食べることに興味を持ち、

食事を楽しむことと、食べる機能を向上させて、楽しく・安全に食べることに取り組んでいます。色や形を感じ

ながら口の中に取り込み、香りを楽しみながら硬さや音を感じて味わうことは、食事をおいしく安全に食べるこ

とに繋がるとともに、こどもたちの心も満たしてくれています。そし

て、コミュニケーションをとりながら食事をすることで、子どもたち

の食べる意欲が引き出されています。職員は食べさせることに気持ち

が集中してしまわないように、子どもたちがおいしく、楽しく、意欲

的に食べられるように心がけています。まだまだ、職員たちはマスク

を外せない状況がありますが、ご家庭でたくさんこどもたちに口元を

見せてもらったり、心地よい言葉がけをしていただいたりしていただ

きながら、楽しい食事がとれるよう心がげていきたいと思います。

3 年ぶりのきょうだい児支援！ ～あおぞらフェスティバル報告～

お子さまにわかりやすい療育を！ ～すいか割りを通して～

すべてのお子さまに楽しい療育を♪ ～あおぞら園・きらきら内部研修～

3 年ぶりにあおぞら園に在籍しているお子さまのごきょうだいをお招きして『あおぞらフェスティバル』行うこ

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

戎岡様のボクシング体験

永田様の輪投げブース

疑似すいか

ペープサート

すいか割りの様子

いるか組水遊びの様子

意欲的に昼食を食べるいるか組のお子さま

聴覚障害のあるお子さまに手話で対応する泉川主任


